
鹿製鋼 山本

1 週間で修得できる人工語 日新ベースメーカーなる

会社の社長を卒業(落第かな)して現在は閑職にあり.

私の興味はもっぱら「憶えやすい人工語」をつくること

にあります. 円僚は r 1 週間での修得J です. 日年ほど

前の広島大会で「ある人工語の試み」と題して一端を発

表いたしましたが，その後第 2 次として「言語工学j な

る一書をものにし，一部の興味をお持ちの方々に配布い

たしました.それについて国沢先生や江副プJ氏などの方

々から有益な助言，忠告をいただきそれをもとにして，

2\1 3 次を考案ιl'です.近く完 fします 11 擦の半分く、ら

いになりました.

なお，第 2 次の「 β 語工学J は余分があります. !)lJ iJ;fえ

をお持ちの方にはおわけできます(無料) .If~接お rþ し

砧しください.

(住所 干 565 吹田市千里山西 lTμ26ー 15)

主事喜望奇書室主筆 堀内和一郎

経営コンサルタン卜として巣立つ 現在，全国にチェ

ーン民聞をしている，小売店の個々の店舗の業績を評価

するテーマをあつかっています.それは，店長が入れか

わることにより， )古の業績が変わってしまう問題に対す

る説明を求めることです.

そこで，視点をリーダーシッブに持ってゆき， _1二司が

行動等によって示すリーグーシッブに対し，彼自身のそ

れに対する認識と， 部下のそれに対する認識とのメレ

が，上，'-J と部下を合む!占の業績にどのようにかかわりあ

い，莱績の説明要|ばとしてどの程度説明力を持っかを見

すが，まだまだ初学者ですので，なんとも，コメントを

ここで示すところまでには至っていませんがつの問

題意識，研究対象として考えています.

52年の 4 月からは“日本経営システム"に入社し，経

'肖コンサノレタントとして成長，活躍していきますのでよ

ろしく.

ロ
口

東芝エンジニアリング(株) 西森 克巳

設計の自動化に取り組んで 数年来設計の自動化につ

いて，いろいろと仕事をしてきましたが，当初はコンビ

ュータは何でもできるという“パラ色の人生"のような

見方を周囲もしてきましたが，その夢も破れ，最近はコ

ンピュータを補助者として使用するという自動設計に変

わってきたように思います.

人間の考えること，見ることすべてがコンピュータで

代用できるようになればよいのですが，まだそこまでは

無埋らしく，とくにパターン認識がもっと自由にできな

いものかと痛感しております.このパタ炉ン認識がもっ

と発達すれば，設計の自動化もずっとよくなって，なお

いっそう省力化に役立つようになると思われます.

とくに最近は，単に製造，設計の自動化のみならず，

それらと原価，在庫，購売等を組合せたトータノレ・シス

テムの傾向も目立ちはじめました.このような業務にな

りますと，ますますオベレーションズ・リサーチの考え

方や手法が要求されてくると考えます. いま手はじめ

に，会社の若手技術者に対して，オベレーションズ・リ

サーチ概論の話をしております.

本誌においても，自動化の特集号を計耐iしていただけ

たらと思っております.

品産階雪量空地支店 河村 啓一

空港に見る大都市の縮図 現在，羽田の国際線で，旅

答の搭乗手続， C I Q (税関， U\入国検査，検疫)の子

助けなど，空港での旅客:の便宜をはかっています.

羽田空港もご多分にもれず，旅客の急増を追いカ通ける
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つけ足し型施設で 30社近い内外の航空会社が乗り入

れ，明 7 時~9時，夜 5 時~8 時のピーク時には大変混

雑する 出発時のハイジヤツグ防止手荷物検査，到着時

の税関検査は，混雑をいっそう増長する.とくに，着陸

後通関し，空港を出るまでに何時間もかかる場合は，航

空の長所であるスピード、が減殺される.また，日曜とも

なれば，駐車場は空き待ち車で取り囲まれ，出迎人，見

送人，見物人，旅客でごった返す.成田に移転してもバ

ンクするそうです.移転後，成田，羽田両空港の乗り継

ぎ客は不便になる.都心に近い空港は利用者には便利で

あるが，迷惑をこうむる住人は多くなる.

ラッ、ンュ時の国電なみに発着する飛行機を前に，現代

の大都市の抱える問題の縮図を空港に見る昨今です.

童書諸経済学部 中山 幹夫

興味多い経済学的領域私は現在ゲーム理論からアプ

ローチしうる経済学的な領域，とくにコアとさまざまな

資源配分との聞になんらかの関係を見いだすことなどに

関心を持っています.その中でも，経済が公共財を含む

場合には，通常の定義によるコアは大きくなりすぎるた

め，これを小さくする興味深い工夫がし、くつか考えられ

ていますが，私は最近コアと公共財の費用調達のための

税率とを直接結びつけることによってその問題を考察し

ています.

また，公共財はその利用において誰も排除されないと

いう性質から，誰も自発的に費用を負担しようとしない

ということ，つまりフリー・ライダーの問題がよく議論

されますが，この問題は，各人の自発的負担額を戦略と

する適当な非協力 n 人ゲームのナッシュ均衡点を考える

ことによって，より深い洞察が得られます.そのほかに

も，混雑をともなう公共財を含む場合のコアの特性な

ど，この領域は多くの興味ある問題を含んでいるように

思います.

霊華奈学教養部 鈴木 義也

やりがいのある関数の構造的研究 現在いちばん興味

を持っていることとなると，数学を勉強してきた者とし

てはどうしても，専攻分野の話題になります.

解析学の l つの分科に関数の構造的研究というのがあ

り，歴史的にみても長い遠い道程を経て，なお現在世界

的な規模で研究がつづけられているものの 1 つで、す.そ

れだけに，問題は広く，深く分布していて，やりがし、の

ある仕事だと私は思っているのですが，研'先者の数とい

うと，他同からみて日本ではごく少数で，いつも残念が

っています.もっとも，他の分野に比較して，基本的部

分にふれることが多いので，なかなか成果が形になって

あらわれないことが，若い人に人気のない理由ではない

かとあきらめてはいます.

OR学会との関係はまだ浅く何年か前に秋の学会が仙

台で行なわれたときに，ほんの少し雑用の手伝いをさせ

ていただいたときからはじまっています.その後，先輩

諸氏の啓蒙のおかけーで，大分興味を持ってきました.忠、

の長いおつきあいをお願いしたし、と思ってし、ます.

大学では，いちおう確率統計学も講じてはいます.

所属学会は，本会の他には 日本数学会，日本数学教

育学会等です.

塁塁審査室 朝尾 正

経営関係のソフト 昨年 8 月からコンピュータを利用

して経営関係のデータ処理を行なう職場を統倍すること

になりました.

過去，品質管理，生産管理，販売計画，統計解析計算

等とコンビュータのユーザー側を歩いてきて，こんどは

ザーピス側にまわったわけで、す.

コンピュータのハード商の進歩については仕事を通じ

てその実体にふれてきていましたが， ソフト面，とくに

経営戦術や戦略に，ほんとうに役に立つソフトの開発の

おくれには少なからず驚いているのが実感です.

それにもう!っ，構造化プログラミングをはじめとし

て， ソフトウエアのエンジニアリング指向がし、われてい

ますが，書物や雑誌に記された点と実態との間にはまだ

相当なギャップの存在が見うけられます.

幸L 、 EDP部門の仕事の内容を見直す方法論として，

t システム監査J についての発表が盛んになってきまし

たので，これを道具にして与えられた職務の内容を見直

し，現状の位置つeけを行なった後，本年度はゆっくりと

目標を設定し，科学的管理のサイクんを|且iす子定でおり

ます.

この方面での諸先輩のご指導を期待しております.
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